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で与えられる。ここで、 tは使用時間、mは形状パラメータ、 0t は尺度パラメータである。 
システム j の信頼度 hはシステムの構造関数を )(X とするとき, 
)]([)( XEph 　　　  
























一般にはシステムは直列系であり、システムの信頼度 )(tR は次のように与えられる。 







)]([)( XEtR PP 　　　  
ここで、 )(XP はプラントの構造関数であり、 }{ ijXX  はシステム i の装置 j に関すする




ば、あるときは２０年で更新するが、あるときは 18 年で更新する。 














サ ブ シ ス テ ム 及 び プ ラ ン ト に 対 し て 更 新 に 関 す る 変 数



























更新決定変数間の拘束条件として、 0),,,(0),,(1),(  nmlkunlkvnkw かつならば、 であ
















































 直近の更新時刻を 1t とした時 




 装置の信頼度計算に必要な更新時期 1t とは直近の更新時期である。これは次のように与え
られる。システム l の装置mの直近の更新時期 1t は評価時刻を tとすると下式で与えられる。 




















以下に示す制約条件のもとで、評価関数を最小にする更新決定変数 wvu ,, を求める。 
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ここで、 Pc はプラントの更新コスト、 ),,1( Llcl  はシステム l の更新コスト、





コスト平滑化制約条件 )(min),(max minmax nCCnCC
nn
 , を許容誤差としたとき、 
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（Step4）制約条件を満足しているか、Yes なら Step5 へ、No ならば Step1 へ 
























 GA の手順は以下のとおりである。 
Step1 初期個体集合の設定、世代数を t=1,…,T と表す。 
Step2 評価関数 J を計算する 
Step3 選択、交叉、突然変異により、遺伝子を変化させ、次の世代の個体集合を生成する 









ズ N と等しくする 
Step2 このウィルス個体の遺伝子座を q1,…,qN とし、その中からランダムに 2 点 qm,qn
を選ぶ  
Step3 選択した qm,qn が、m≦n のときは、qm と qn の間の遺伝子をウィルス子個体か
ら取り出す。m>n のときは、q1 から qn の間と、qm から qN の間の２箇所の遺伝子をウィ
ルス個体から取り出す。 
Step4 ウィルス個体から取り出した遺伝子を感染率 pi で各ウィルス個体に対応した個体
の遺伝子と入れ替える。感染させる場所は step3 でウィルスを取り出した場所と同じとする。
また、個体集合の中で適応度の高い個体 M 個を感染させず、それ以外の個体を感染させる。 
Step5 ウィルス感染の GA への適用は Z 世代ごとに行う。 
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